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年 次 総 会 式 次 第 

開 会 式　17:00～  司会 榎本副団委員長
赤字：結果議事録

1. 開会の言葉

2. 国 旗 儀 礼     （全員起立） 

3. 「連盟歌」 斉唱

4. ご挨拶  育成会長 下坂 紀一

『 会 議 』 （司 会） 

1. 団委員長挨拶　　中村三之助　(4ページ、5ページ参照)

2. 議 長 の 選 出 　 下坂紀一議長に丹羽氏を推薦）

3. 記録係の任命　　大薮俊一

（ 議 案 ） 

P. 3～

P. 7～

P.18

(1) 平成 29 年度 各隊活動報告、団行事及び団委員 OB 会報告

(2) 平成 29 年度 団行事及び団委員、OB 会報告 　　 承認

(3) 平成 29 年度 収支決算報告 　　　　拍手で承認

(4) 平成 29 年度 各隊指導者及び団委員の解任　  団委員長より

(5) 平成 30 年度 育成会長・会計監査の選任　  下坂紀一氏を承認

(6) 平成 30 年度 団委員並びに役務分担承認 委嘱状の伝達　下坂

(7) 平成 30 年度 各隊指導者の選任報告・任命状の伝達　団委員長

(8) 平成 30 年度 各隊及び団の活動計画について　　拍手で承認

拍手で承認(9) 平成 30 年度 収支予算について(*)

(10) その 他  ・さんぱちホームページについて 　　　1万円予算を承認

P.20

P.21

P.22～

P.25

※ 資料 (育成会会則等) P.26～

閉 会 式　18:30～ 司会　榎本副団委員長 

・さんぱち発団 60 周年記念事業について (**)
**　2019年に60周年を迎え、実行委員会組織をつくり、2018年初よりどんな行事を記念に行う

かをRSが中心となって提案して欲しい(団委員長)

1. 「光の道」 斉 唱

2. 国 旗 儀 礼

3. 閉会の言葉

* このままで、スカウトが増えなければ、毎年繰越金が10万～20万円減り続け、2年後会計収
支が破綻する。　スカウト入隊者を増やし続けることが鍵となるが、2年後、収入増の手立て
なども要検討。
* 2018年度は日本ジャンボリー、12/3までにスカウトに案内し、参加促進すること。スカウ
トにとっていい経験になるはず。　ただし、VS隊は米国遠征を優先させることとする。
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平成 29年度 カブスカウト隊 報告 

隊長 蒔田 泰麗 

 今年度はスカウトスカウト３名と依然スカウト活動するうえでは厳しい人数

でのスタートとなりました。新規入隊者は昨年１１月以降なく、また１名退団

となってしまったため、結果的に２名体制となってしまいました。上進時期に

ついて、３８団では春上進から秋上進へ再度見直したため、２９年度において

は１２ヶ月間で１年の履修目標を達成する計画に修正することとなりました。

２名体制のため、他方が休んでしまうと活動にならないので、日程調整が難し

くなるなど、少人数での難しさも露呈することとなったように思います。 

本年度は、前述のとおり２名のスカウトのみであり、実質組長・次長の意味

がない傾向がありました。実際、11月など年度初めは、役目の押し付け合いな

どがあったように思います。しかしながら、彼らは変わっていったように感じ

ます。それは、カブラリー後からだと思います。この数年、北星地区としても、’

いろんなカブスカウトと交流を’と躍起にカブラリーなどで交流を深めています。

この場で、彼らはほかのスカウトはあんなにもビシッとしているのに、ダラダ

ラしているのはよくないと感じてくれたのでしょう。彼らなりに刺激となった

のであれば、それに勝る嬉しいものはありません。スカウト活動は生涯活動だ

と思います。日々、ちょっとしたことを少しずつ変化し、積み上げていくこと

が重要だと認識しています。それをリーダーが見つけ、ほめていくかが問われ

ていると考えています。 

 春、夏のキャンプにおいて

は、それまでの活動で培って

きた力を発揮してくれたと思

います。とりわけ、夏の登山

プログラムは蓬莱山を登りま

した。リーダーも根を上げそ

うになるコースでしたが、力

もついてきており、登山後の

うれしそうな顔が見ることが

できました。デンリーダも子供が「自慢できるよ」と声掛けをしてくれていた

から、あんなに全力でがんばれたのだろうと思います。 

 次年度においても、引き続き新入のカブスカウトができるよう、様々な知恵

を絞り、現在のニーズにあったプログラム運営ができるよう、頑張っていきま

すので、ご支援方よろしくお願いします。 
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平成 29年度 ボーイスカウト隊 活動報告 

隊長 小野惠恒 

 今年度は 4年目 1名、3年目 2名、2年目 2名、1年目 4名の合計 9名で活動しまし

た。テーマは「摩訶不思議アドベンチャー」とし、キャンプや隊集会で様々な課題をク

リアし、サンパチボールを集めました。1年目が多いこともあり、班は分けずに 1班編

成としました。 

プログラムとしては、進歩制度が変

わることもあり、夏キャンプをこれま

での 4泊 5日から 5泊 6日としました。

また、隊集会でもナイトハイクなど 1

泊するプログラムを取り入れました。

スカウトにとっては今までよりも泊数

の多い一年となりました。長いキャン

プを経験することで、全体としてまと

まりができてきたことは収穫かと思い

ます。ただ、基本的な炊事や立ちかま

ど作りなど、技能に不安があるようですので、来年度は初歩的なこともしっかりと身に

つけてもらえるようにしたいと考えています。 

昨年度も今年度も、外国のスカウトと交流する機会がありました。普段の活動ではな

かなか体験できないことですので、スカウトにとってはいい刺激になるのではないかと

思います。視野を広げることで、色々な活動に興味をもってもらうことに期待していま

す。 

 今年度は個人の進歩をなかなか進

めることができませんでした。あと 1

年ほどで新進歩制度に代わります。来

年度の間に最低 1 つ上の級を取得し、

全員がスムーズに移行できるよう努力

していきます。来年は 2班編成にする

予定ですので、それぞれの班の班長・

次長の活躍を期待し、他の班員も自ら

考えて行動できるよう指導していきた

いと思います。 

＊P30参照

＊
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2017.11.12 

VS 隊隊長 島村悠吾 

2017 年度 ベンチャー隊 総会資料 

 2016 年秋に VS 課程のウッドバッジ研修所を受け、多くのリーダーに触発されて隊長を志望し、今年

度からベンチャー隊隊長として活動させてもらいました。家庭内の事情が大きく変わる年でしたが、各

方面からのご支援のおかげで１年目を無事終えられました。 

 研修所で学んだ「ホンモノの体験」をスカウトにしてもらいたいと思い、積極的にプロジェクトを推奨

しました。その中で声の上がった「フライボード体験」を隊全体の活動として実施しようと計画しました

が、日程調整等がうまくいかず断念。次年度に繰り越しとなってしまいました。しかし、計画を考える集

会では全員が意見を出し合っており、良い雰囲気だったと思います。 

 プロジェクトは実施できませんでしたが、技能章講習会へは各々が意欲的に参加してくれました。こ

の１年、他隊への奉仕以外に、自分のスキルアップとなることができたことは良かったと思います。 

 懸念点としては、議題を率先して前に進められる人員がいないことが挙げられます。どうしても脇道

に逸れることが多く、その際の軌道修正はスカウト内だけではなかなかできず、私は本来アドバイスだ

けに徹することができればよいのですが、進行役にもなっていました。すぐには難しいでしょうけれど、

ゆくゆくは改善していきたい事項です。 

 2018 年度の活動は今年 10 月から計画しており、全員で計画する隊集会や各々のスキルアップなど、

できることは山ほどあると感じています。時間のやりくりが難しい中ではありますが、スカウト達には

学業や部活と並行して、ボーイスカウトでしかできない「ホンモノの体験」をしてもらいたいと思ってい

ます。 

《記録》 

隊長：島村悠吾  副長：今井喜明、末吉玄希、畑伸暁 

隊員：佐織健太郎(～2017/3)、川田大渡、更谷天音、安井亮太郎、加藤信也、川勝広統、辻皓太、藤井亮介 

◆隊活動

隊集会(2016/11/13、2107/2/19、4/23、5/14、6/4、9/10、10/8) 

上進式(2016/10/22、3/26) 

カワセミハイク(2016/10/30)

パラシュートハイク(2016/12/17-18) 

進路決定報告会(2017/3/26) 

◆技能章講習会受講記録（未修了含む）

看護章…安井 

救急法…川田、安井、藤井、加藤、川勝、辻 

炊事章…川田、安井、川勝、辻 

野営章…安井 野営章講習会(2017 年 6 月) 
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H29 年度 RS 隊を振返って 
 BS38 団 ローバースカウト隊 隊⻑ 出⼝ 浩平 

今年度、RS 隊としての基本活動は、例年通り各⾃が本隊指導者としてのスカウト活動でしたが RS 隊と
しては躍進の年であったように思います。年々RS 隊員も⽇々の経験を踏まえ、後進スカウトと共に成⻑
し、頼もしく感じています。 
⼀昨年はVSから⼤⾕君・下司君・前川君、3名の上進があり、今年は佐織君の上進がありました。また、
⼤⾕君・下司君・前川君の同期である澤井海君も今年は⼀時帰国し、時間を調整してはサンパチの活
動に積極的に協⼒してくれました。 
今年のメインの活動としては、9 ⽉に実施した団⾏事であったように思います。下記の写真にもありますが、
年々減少するスカウトの勧誘も含め 38 団全体の親睦も兼ねて⼤⾕君を実⾏委員⻑とし若⼿リーダー
が中⼼となって計画してくれました。今回の⾏事を通し、若⼿リーダーも試⾏錯誤しながらも「考える⼒」を
少しは培えたのではないでしょうか。 
幸い︖(笑)当⽇はお天気に恵まれ、⾒学参加の沢⼭の⼦供達と共に「萬屋サンパチ」としてポイントごと
に困っている⼈達のお⼿伝いができました。今回の団⾏事に際し、最も重視した点は「アイスブレイク」保
護者の⽅も巻き込んでのレクリエーションでした。 
これまで⾒学隊集会に際してはお⼦さんに楽しんで貰うことに重点をおいていましたが、保護者の⽅達に
はいまひとつスカウティングを伝え切れていない節がありました。⾒学隊集会から⼊隊までの誘いの為には
「もう⼀度、親の私も⼀緒に参加してみたいな」というセカンドチャンス（誘い）が⽋けていたのではないか
とも思われます。その為、親御さんも含めての「アイスブレイク」は今回、充分に成果をあげれたのではない
でしょうか。 
最後に、今年も沢⼭の御⽗兄の皆様にスカウト活動への御理解・御協⼒を頂きありがとうございました。
来期も地域に誇れる団作りの為に、変わらぬ御尽⼒を共に宜しくお願い申し上げます。弥栄 
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H29年度【国際事業】報告

国際事業委員
• 委員長【38団】大薮俊一(24団 西村昭夫氏よりH29年4月交替)
• 委員【19団】藤井裕佳【24団】 谷口邦男【38団】畑早玎子【42団】
木下隆一【47団】 辻栄司【68団】 高林素樹【72団】クルスアンドレフ
レイリ【82団】 野村伸介

国際事業委員の役割
国際交流をスカウトに経験させる機会を増やし、国際貢献できる人材を育成することに
より、ボーイスカウト活動の価値を向上し、スカウト人口を増加する

京都連盟
国際事業活動

H29 北星地区
国際事業活動

38団
国際事業活動

上進の壁をなくす
入団増加

• 国際キャンプスタッフ(米国)派遣
• 1971 故 水野孝・1973 大薮俊一・1974 中村三之助
• 1997 今井善明

• 2014年 イタリアフィレンツェ派遣 ︓ 前川陽一
• その後 富士章取得→BS副長

• 2015年～ 38団ホームページより海外スカウト問い合わせ・交流
• 2015/7-8 23WSJ の前後で京都での国際交流会
• 2016/9 スカウトディ 豪・ブリスベンのCS参加
• 2016/12,1 スウェーデン RS 1名 参加
• 2017/2 米マサチューセッツ州一家を迎えBS隊集会
• 2017/9 米インディアナ州 CSから質問
• 2017/10 仏リヨンのスカウト一家とBS隊集会

• 海外派遣
• 海外スカウト受入
• 国際ガイドサービス
• 国際プログラム企画
• 外国語バッジ管理・運用

• 姉妹提携連盟のフィレンツェヘ
の派遣、受け入れの交流事業

• 韓国京畿スカウトとの交流

• 国際事業の魅力でスカウト活動を充実させ
• 個人が成長する
• あこがれの先輩がいてくれる

• H29年5月 各委員からの期待収集
• H29年7月 各構成団の抱える問題分析
• H29年9月 上進の壁をなくすために国際
事業として何が出来るか︖

• 海外派遣報告会 11月5日に安井
実里・川田香織・島村悠吾VS隊
長・畑さちこ・大薮 5名参加

• H29年11月 上進の壁をなくす活動継続

38団国際委員 畑 さちこ・辻 小百合・大薮 俊一
2017(H2)).11.2

ボーイスカウト
国際事業活動

畑 さちこ・辻 小百合・大薮 俊一
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H29年度【広報】募集・ホームページ活動報告

• スカウト募集活動を6回実施 - 入隊まで、あと一歩!
• カブ隊が2名で、団の危機感も醸成され、団委員・ご父兄からの口コミでのお誘いも増えてきた
• 寺之内幼稚園卒園生に焦点をあて、末吉央伯さんのお誘いと、過去の見学者を主体に活動
• カブ隊集会に参加してもらうスタイルが定着

団委員
藤井綾子・大薮俊一

行事 日時 ご参加 宣伝媒体
餅つき大会 2016/12/23(月・祝) 5名(5家族) 寺之内幼稚園・口コミ

カブ隊春
キャンプ

2017/4/2 3家族、4名 ホームページを見て(2家族)
寺之内幼稚園(1家族)

カブラリー 2017/5/17 朝の1時間のみ参加 1家族2兄弟) 寺之内幼稚園・Homepage、過去
見学者への案内するも集まらず

カブ隊集会 2017/8/20 バスラリー Hくん、楽しく参加してくれた 前川陽一くんの書道の先生のお孫さ
ん

スカウトディ 2017/9/18 6家族9名 管轄5小学校にチラシ(3家族)・他は
過去見学者と、寺之内幼稚園
チラシ代

カブ隊集会 2017/10/22 野外炊事 4家族5名の申込いただくも、台風のため中止 スカウトディ参加者

カブ隊集会 2017/11/26 大文字ハ
イキング

予定 過去の見学者に募集中

餅つき大会 2017/12/23 予定 予定 過去の見学者・チラシ配布・団委員
からの口コミ 予定

• さんぱちホームページ
• 2週間に1回は更新しています。2017/4 2家族が、当ホームページより、カブ隊春キャンプの見学に来てくれました。
英語版から、海外4ヶ国より連絡あり、国際交流活動が継続的に行われるきっかけとなっています。

日付 広報 経費内訳 費用
2017/8/26 2017/9/15 プリントパックチラシ印刷 1400部 ¥4,170
2017/11/3 2017/12/23 プリントパックチラシ印刷 1300部 ¥3,310
2017/3/20 サンパチホームページ サーバー利用年間料金 ¥1,300

合計 ¥8,780

• スマホからのアクセスが半分を占める
ので、スマホ対応デザインに変えるこ
とを検討中 (予算1万円希望)

• ホームページ作成に興味のあるスカ
ウト募集︕

16



【広報】英語版のホームページからの、国際交流活動
【下】2015/7-8 23WSJ の前後で京都での国際交流会︓ 2013年からスウェーデンからの交流会の依頼

【下】 2017/10 仏リヨンからスカウト一家とBS隊集会

【下】 2017/2 米マサチューセッツ州 Emmetくん一家を迎えBS隊集会

【下】 2016/9 スカウトディ 豪・ブリスベンのCS参加
【下】 2016/12 餅つき スウェーデンのRS参加

【右】2017/9 米インディアナ州 CSから質問
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【OB会・賛助会】報告

H29年度 OB会活動結果
• 2017年9月に、115名のOB宛に、賛助会費
のお願いと、懇親会のご案内を送り、25名
(延べ56名)のOBから賛助金をいただきまし
た。 厚くお礼申し上げます。

• 今年も90,000円をOB会から、38団の賛助
金として寄付いたします

38団 OB会 ホームページ
• OBが参加できるプログラムのご紹介・OB
活動ご報告など

• OB各位から寄贈いただいた、なつかしい刊
行物などが、OBページから見られます(右)

H29年11月01日現在

38ロゴ

団行事へのOB参加
• H28年11月 懇親会 10名
• H28年12月 もちつき 河原
• H29年 1月 新年の集い

• 河原昌史・大薮完爾・仙波逸夫
• H29年 7月 堀川クリーン作戦

• 小室・大島・仙波
• H29年11月 懇親会 7名

• 大島・仙波・本多・鶴田・河原・宮西・
遠藤

OB会から賛助金を寄贈
2016年10月

http://bskyoto38.lolipop.jp/ob.html

H29年 1月 新年の集い
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【OB会・賛助会】会計報告

OB会収支 H28年11月～H29年11月

H29年11月 2日現在

http://bskyoto38.lolipop.jp/ogawa.html
さんぱち ホームページ 小川先生

懇親会 H28/11/20
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OBの方からいただいたメッセージです
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中村団委員長　「繰越金が20万円減で、再来年には60周年記念行事もある。 スカウトを増やす事が基本だが、
2年後をの状態で、収入増を検討する」
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テーマ 日時 曜日 活動内容 カブブック (履修科目) チャレンジ賞

うさぎ 笑顔、運動、安全、野外活動

11/26 日 隊集会 規律訓練 しか 感謝、運動、事故の予防

くま 事故への対応。心がけ

うさぎ 安全、表現、観察

12/23 日 隊集会 演劇・マジック しか 観察、表現

くま 表現、観察、野外活動

うさぎ 日本の国旗、世界の国々

1/14 日 隊集会 国旗・国際 しか 日本の国旗、世界の国々

くま 日本の国旗、世界の国々

うさぎ 役に立つ、安全、野外活動

2/4 日 隊集会 雪中ハイク しか 役に立つ、安全、野外活動

くま 役に立つ、成長、野外活動

うさぎ 工作、計測、縄結び、清潔

3/24～25 キャンプ 春キャンプ しか 暮らしのマナー、工作、縄結び

くま 救急、計測、縄結美、暮らしのマナー

うさぎ 計測、縄結び、観察

4/22 隊集会 ポイントラリー しか 計測、縄結び、観察

くま 計測、救急、観察

うさぎ 安全、観察

5/13 日 隊集会 サイクリング しか 健康、役に立つ

くま 成長、暮らしのマナー、事故への対応

うさぎ 観察、表現
6/3 日 隊集会 施設見学 しか 暮らしのマナー、事故の予防

くま 暮らしのマナー、成長、事故への対
うさぎ 工作、計測、安全

7/8 日 隊集会 工作 しか 工作、表現、安全

くま 計測、表現、工作

うさぎ 工作、計測、縄結び、清潔

8/3～5 日 キャンプ 夏キャンプ しか 工作、計測、縄結び、清潔

くま 工作、計測、縄結び

うさぎ

未定 しか

くま

うさぎ 野外活動、清潔、安全

10/14 日 隊集会 野外料理 しか 野外活動、健康

くま 野外料理、事故への対応、表現

京都38団カブスカウト隊　2017年11月～2018年10月　年間プログラム （さんぱちフレンズ～十人十色～）

文化の発展

10月 ヒトの知恵

文明の利器5月

迷宮に迷い込む！4月

9月 団行事

進化するとき8月

しあわせにできるモノ7月

6月

11月 あきやまちほー

3月 かばんのなかには？

12月 きみはだれ？

1月 山のむこうは？

2月 ゆきぐにちほー

日程は暫定で、変更はあり得ます
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